




CASE 3

さぁ、今日は
資材の運搬からだな。

よーし、ひとまず
作業完了だ。

あとの指示
お願いします！ 了解でーす！

あっ‼

うわっ‼

危ないだろ！

なんで
クレーンの前を
通ったんだ！

向こうの
資材置き場に
行こうとしたんです。

カラーコーンの
外なら安全だと
思って…。

ええ、
こちらこそ
よろしくね。

今日も
よろしく。

準備OKだ！
始めてくれ。

よ～し。

巻き上げ
開始！

旋回！

巻き下げ！



クレーンのフックは、
振り子状になっているから
旋回時に立入禁止
エリアから出てしまう
こともある。

クレーンの前面を
通るときは、充分に余裕を
もって距離を取らないと
だめなんだ。

あと、クレーンの
前方だけでなく
後ろも注意が必要だぞ。

実は俺も
新人の頃な…。

周りに…
人は見当たらないな。

クレーン前方は
危険…。

当たらないように
後ろを回ろう。

旋回！

ひえっ‼

急停止！
急停止だ！

巻き上げ開始！

すごいなぁ。

俺も早く任せて
もらえるように
がんばろう。

まずは自分の
仕事からきっちり
こなすぞ。

20年前

若かりし教官



一体
どうしたんだ。

危なかったぞ。
そしたら
あれ（カウンターウェイト）
が回転してきて
壁とはさまれそうに…。

後ろ側ならフックや
つり荷が通らないから
安全だと思ったんです。

クレーン操作中は
たとえカラーコーンが
なくても後ろを通っちゃ
だめだ。

立入禁止エリアに
なっているし、
オペレーターの死角に
なっているからな。

先輩にも
そんな時代が…。

それにしても
あの時の
新人クンがねぇ。

今じゃ立派に
指導する側
だもんな。

ははは…。
その節は
どうも…。

無事で
何より
だったよ。 事故なんて起きたら

大ごとだもの。

ほんと、
まぁ…。

まだ現場に
慣れていないんだから
俺たちにいろいろ
聞いてくれよな。

あと建設現場では
時間によって立入禁止エリアや
注意エリアが変わるから、
気をつけてくれ。

クレーンが作業中のときは、
クレーン前方のフックや
つり荷が届かない場所を
通るのが基本だ。



クレーンはつり上げ荷重によって、免許、
技能講習、特別教育のいずれかが必要です。

玉掛け作業も、つり上げ荷重によって技
能講習、特別教育のどちらかが必要です。

クレーン・玉掛け作業で気をつけたいポイント

無資格でクレーンの運転・玉掛け作業をしない

立入禁止区域やつり荷の動線に入らない

クレーンの動きに注意し、つり荷の動線
には入らないようにしましよう。

カラーコーン等で区切られた立入禁止エ
リアには入らないようにしましょう。

危険は意外と
身近にあるってことが
よくわかっただろう？

職場の安全衛生には
ひとりひとりの意識と
ルールを守ることが大事。

ここでもう一度、
ケーススタディを
振り返ってみよう。

登場人物の
ドジなところが
誰かに似てたね。 ん？

なんか言った？



どこが危険か考えてみよう!

イラストで学ぶ
職場の作業の中に潜む危険を知ろう!

危険予知訓練（KYT)

ほかにも危険なポイントがないか考えてみましょう。

ここが危険の
ポイント!

つり荷の動線に入らない

つり荷に近づかない

Part 1

労災は、
決して他人事ではなく
身近な問題だ。

何かあったときのために、

よし！

ルールを守って
毎日がんばるぞ！

日頃から職場での
コミュニケーションも大切よ。

ルールを守ることは、
「身体」「家族」
「生活」を守ること
だと覚えておいてほしい。
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まんがでわかる

クレーン・玉掛け作業の安全衛生

A1

A2

A1

A2

どこが危険か考えてみよう!

イラストで学ぶ
職場の作業の中に潜む危険を知ろう!

危険予知訓練（KYT)

ここが危険の
ポイント!

Part 2

危ないと思ったら離れる

つり荷やジブの下は通らない

ほかにも危険なポイントがないか考えてみましょう。
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